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ＣＥＡの参加施設は 施設でした。

配布した試料は、 社）のレベル と でし

た。結果は機器別に平均値・標準偏差（ ･変動係数（ を算出し表にまとめましたので参

考にしてください。

免疫 は、全体の平均値 、 、 でした。また主な機器別の は

アーキテクト ％、ロシュ製品 ％、富士レビオ製品 ％でした。免疫 は全体の平均

値 、 、 と良好な結果となりました。主な機器別の はアーキテク

ト ％、ロシュ製品 ％、富士レビオ製品 ％でした。基準値は各施設ほぼ同一で、下

限 、上限 となっています。また、試料添付の参考値から外れた施設はありませんでした。
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の参加施設は 施設でした。

配布した試料は、 社）のレベル と でし

た。結果は機器別に平均値・標準偏差（ ･変動係数（ を算出し表にまとめましたので参

考にしてください。

免疫 は、全体の平均値 、 、 でした。主な機器別の はア

ーキテクト ％、ロシュ製品 ％、富士レビオ製品 ％でした。免疫 は全体の平均値

、 、 ％でした。主な機器別の はアーキテクト ％、ロシュ

製品 ％、富士レビオ製品 ％でした。例年通り、全体の は大きくなっていますが、

機器別の は良好でした。基準値は各施設ほぼ同一で、下限 、上限 となっています。

また、試料添付の参考値から外れた施設はありませんでした。
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FT4 

参加施設は昨年より 1 施設減少し、31 施設の参加となりました。測定法については CLIA 法が例年通り多く、

55％を占めています。 

免疫 5、6 は Lyphochek immunoassay TMJ Control(BIO-RAD 社)レベル 1,2 でした。免疫 5 は全体の平均値

0.85ng/dl、標準偏差 0.106、変動係数 12.427％、同試薬内では変動係数 2.128～6.587％でした。免疫 6は全

体の平均値 4.64１ng/dl、標準偏差 0.909、変動係数 19.604％、同試薬内で変動係 数 0.515～8.698％でした。

FT4 は試薬間差が比較的大きい項目で、昨年のプール血清での調査でも全体の変動係数は約 11％でした。 

   また、アーキテクト FT４、HISCL FT4 試薬を使用している施設で、試料添付の参考値から外れた施設が各 1 施   

 設ありました。アーキテクト FT4 では免疫 5、HISCL FT4 試薬では免疫 6で、どちらも高めに外れていました。毎朝の

精度管理で、機器のメンテナンス、キャリブレーション、試薬状態等確認し、検査結果を報告してほしいと思いま

す。 
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